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学校経営研究に期待するもの (2)
東京都足立区立長門小学校純潔弘敏
学校で子供のしつけをし，塾で子供の入学試験のための力をつけることを本気で考えている保護
者がし、る(これは一例である)乙とを，すべての教師は素直に受け止め，これを反省、のきっかけと
し教育の本質を真剣に追い求めることが大切である。
しかし教師の教育鋭の違いや教師の学習指導力の不足等によって，学校運営が校長を中心lζ円
滑に行われにくくなっている乙とがある。乙れまで， r学校運営研究Jをはじめ多くの教育書が，
教育理念，学校運営，教師iの学習指導力や共通理解等の基礎資料を提供し，教育現場lζ大きな役割
を果してきた。そこで これからの学校運営研究に期待するものとして，現場の立場から，次の諸
点に紋り小生の考えを述べてみる。
1. 人格を高める体験
ある学級のこんなところが心配だという学級が，どの学校にも一つや二つあるのが普通の学校で
あろう。これらのほとんどに，教師としての人格上の問題がある。先輩教師に耳をかさない，自分の
考えに固執していて開こうともしない，後輩の指導ができないなと話題になっている。本を読み，
学問を深め担論iζ強くなっても 口だけで体を動かせない実践者は，まだ本読みの段階であると考
える。教師t3ら前向きの教育哲学を持ち，主体的に学校経営に参加し，子供の生き万を肌lζ感じて，
日々少しなりとも子供を理解し前進させてし、く体験を通してのみ現場の教師としての人格の向上の
芽が育っと考えている。
2. 主任の指導力の向上
必世主任の指導刀を高め，学校運営の調整学年経営の充実を凶る必要がある。学校教育の活力は，
学校運営組織の各指導的立場にある主任の自覚と実践力にかかることが大きし 1からである。
しかし学年主任をはじめとする各主任の働きやすい組織の不備があり これらの指導力の向上
を目指す副修は之しく，充分な研修i則前を確保していないのが現状である。小学校における学年主
任会は， )[;t核化されている乙とが多く，学校の教育呂標の具体化のためのP-D-Sをほとんど行
っていない。 乃花一度ぐらいにある学年会あるいは合同学年会の内容は，全体iζ報告されにくく，
校内研究などの一部に限って全体に伝えられる傾向にある。これらは，各学校の実態，運営組織の
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在りJjや教師の指導能力等の条件によって変わってくる。
そこで，その学校の条件をできるだけ明らかにし，学年会，学年主任等の運営や実践に某づいた
具体的な主任の指導の研究を進めてほしい。関係諸機関では，教員の研修の充実を目指し，研修計
画や研修内容の検討及び実施をおし進めつつある。特l乙優れた指導力を発問している学年主任の実
践を研究者の指導を入れて紹介してほしい。
3. 法規、事務に強くな図解説
教師は一世j金lと，法規lζ1*1心が品、与く，事務的な仕事を高IJ次的な仕事として軽視しているところがあ
る。しかし，幹部教師や教頭は，学校運営を円滑に進めるために，学校事務に精通し， IE{能かつ迅
速に処理できることが極めて大切である。そ乙で，多くのブjー から，一目で法的に理解できる臼常必
須の事務処fltを図表入れの解説書が望まれている。
ある先輩教師は，他校の幹部教師lζ 「旅費のつかない出張で出してもらいなさいJと助言した。
これは，はたして可能なのか。 I 出張 J でなく「研修」なのか。一般に使われている「出張」のWI~
釈は，役所，一般職員， 1¥主力簿取扱者の三者でそれぞれ異っていることがある。このようなあいま
いさを持つ事柄を，法規iζ触れながら図解されれば，事務処理に大変便利である。
4. 校内研究の科学性
教師の資質を高める I~]心である校内研究はその年その場限りのものから，他校でも活用でき，継
続研究・積み重ね研究できる科学性を持つことが望まれる。
各学校の校内研究が盛んになってきたが，研究の主題設定 条件や研究方法が複雑でi卯確に絞り
込まれていないので，まだ，一校だけの研究成果におわっているといえよう。校内研究は，学校運
営のバロメーターとして，最も重視されているものである。よって，校内の実態により，校内研究
のねらいとずれて組織づくりとか人間関係の改善の面で成果を期待することもある。
とにかく，校内研究には質的にいろいろな段階があるが，子供の実態l乙担1]した教師の創造的な提
重な考えを校内研究で芽を出させ 全国的な共有財産に育てていくために，主題設定の段階から科
学性を持つ研究を進める必要がある。研究者の実践的指導力を大いに発揮される乙とを期待する。
-47-
